
要 望 事 項 

会派名 公明党               

事 業 名 内 容 説 明 

①ＡＥＤ屋外設置につい

て 

 

②生涯にわたる女性の健

康への支援について 

 

③若者（高校生）が将来

に向け希望の持てるまち

づくりについて 

 

 

④インクルーシブ社会の

実現について 

 

 

⑤ＩＣＴを利活用した市

民サービスの向上につい

て（防災・減災を含め） 

①一般質問でも提案をし、検討をしていただいているが、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の屋外設置について、生命

尊厳の観点からも速やかに実施していただきたい。 

 

②ジェンダーとしては、男女平等ではあるが、肉体的な特性は各々存在する中で、女性ならではの健康状態維持の為

の支援を求める。具体的には、女性目線で生涯にわたり、きめ細かな、継続的に、切れ目のない支援を希望する。 

 

③今年、近隣の県立高等学校４校が統廃合され１校が大規模校、１校が小規模校となる予定が、新聞発表された。少

子化、人口減少が予測される中、県の苦肉の策と思われる。このような背景の中、最寄りの利用駅は、JR御殿場駅と

なると思われる。現在、当市は未来プロジェクト事業を多角的に推進しているが、更なる将来を見据えた「若者や誰

もが住みたい街御殿場」を目指し「将来ビジョン」に基づき、希望持てる街づくりを推進するよう期待する。 

 

④当市においては、ノーマライゼーションの下、様々な事業を展開している。しかし、具体的な対応に対しては、ま

だまだ、不満足な部分もある。昨今、「ウェルビーイング」の考え方も台頭してきている。同じ人間として生を受け

ている以上、多種多様な観点より、「誰一人取り残さない」社会の構築を推進していくべきと思料する。 

 

⑤現在、国内では、デジタル化が、急速に推進されている。本市においても、様々展開されている。今後も、具体的

に様々な分野で展開をし、市民サービスの向上に寄与するよう期待をする。人口減少、少子化対策の一翼を担う事に

繋がると考える。また、今後、懸念される「多種多様な災害発生時」にも効果的、効率的に活用すべきだと考える。

避難所運営等にも、「福祉的な視点」も取り入れながら、地域住民の立場に合った「支援対応」をＩＣＴの活用によ

り、満足度の高い対応ができるよう期待をする。 

 


